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有限会社ナック販売 

 

新製品「Foamest 201」販売開始につきまして 

 

                  

当社は、工作機械のクーラントに使用される水溶性切削油の浄化、性能の維持を目的とした

マイクロ・ナノバブル発生装置の新製品『Foamest 201』を開発いたしました。12月13日より販

売を開始いたします。 

                      

水容性切削油は、約９０％が水分で構成されたクーラントであり、長期間使用しますと、溶存

酸素が不足し、嫌気性微生物が発生（腐敗）いたします。 

この状態を放置しますとｐＨ値が下がり、酸化による被加工物の錆の発生や、切削油タンクか

ら悪臭が発生、工場内に充満するなど、クーラント機能が著しく劣化し、切削効率の低下、並び

に作業環境の悪化を引き起こします。 

従来、これらの対策としては、殺菌剤・防錆剤・潤滑剤などの薬剤添加や、排風設備による悪

臭の排除、原液の追加・補充など、劣化発生後の対応が一般的でした。 

このたび開発した「Foamest 201」は、切削油タンク内にマイクロ・ナノバブル発生器を入れ、

常時エアレーション（酸素供給）を行うことにより劣化原因である腐敗を抑制し、切削油の性能

の維持・管理を行うシステムです。 

 

当社は、マイクロ・ナノバブル発生器の製造・販売事業に先立ち、昭和４８年の創業より切削

加工による機械部品製造を行っており、マシニングセンタ、ＮＣ旋盤など１０数台の工作機械を 

自社工場にて利用いたしております。 

このため本製品の開発においては、実際に金属加工を行っている自社の工作機械にてテストを

重ねましたので、現場環境、現場ニーズにマッチした商品化が実現いたしました。 

特徴としては、マイクロ・ナノバブル発生器と専用コンプレッサーをコンパクトサイズにユニ

ット化しておりますので、導入・設置が容易であり、省スペース、省エネルギー、簡単なメンテ

ナンス操作でご利用頂けます。しかも年間のランニングコストは、薬剤を利用した場合に比較し

て１/3程度（当社調べ）で済みます。 

 

また、本製品を導入頂くと、切削油の劣化抑制効果に加えて、刃物寿命の向上による工具経費



の削減、及び切削性能の向上という二つの大きなメリットが得られます。切削油には使用過程で、

工作機械の潤滑油や、切粉（加工屑）などの異物が混入し刃物の摩擦抵抗を増大、寿命を短くす

る原因となり、大きな異物は除去が可能ですが、ミクロンサイズの超微細な切粉は、液中を浮遊

しますので、濾過、オイルスキマーなど、従来の技術では分離・回収が困難でした。 

  

     

   

マイクロ・ナノバブルはマイナスの電荷を帯びており、物質を付着する特性を有しております

ので、ミクロンサイズの切粉を付着し、液の表面に浮上、油膜化します。これにより油膜ごと容

易に除去することが可能です。この結果、切削性能が従来よりも格段に維持することが可能であ

り、寿命が飛躍的に向上致しますので、工具経費の削減ができます。 

 

本製品は、工作機械において普及率の高い、切削油タンクの容量が２００L～３００L程度の機

種を対象として商品化いたしましたが、それ以上の容量に対応するタイプも、現在開発を進めて

おります。 

      

* 商品構成 :マイクロ・ナノバブル発生器×２本、本体ユニット（コンプレッサー）×１台 

（注：上記写真は、本体ユニットのフロント、リア表示の為、２台配置しております） 

＊「Foamest 201」の販売価格は150,000円/台（税別）です。 

＊ 初年度の販売目標は５００台です。 

                                       以上                                 


